
















































明しようとする試みである。    









































NS1 男 あり 3年（1年 2ヶ月）
NS2 女 あり 7.5年（5.5年）
NS3 男 あり 14年（10年）
NS4 男 あり 4年（3年）
NS5 女 あり 9年（0年）







JL1 女 ドイツ 2年 2年（4ヶ月）
JL2 女 ポーランド 2年 2年（1年）
JL3 男 アメリカ 2年 4年（2年）
JL4 男 アメリカ 2年 2年（1年）
JL5 男 カンボジア 2年 1年（1ヶ月）
JL6 男 インド 2年 1年（6ヶ月）











ローアップ・クエスチョネア（Follow-up Questionnaire:以下 FUQ）の 3種類である。
本研究では、NNT-NS間の会話における実験的要素を保持し、二者間会話における ｢ 初
対面 ｣関係を維持する必要があった。また、NNTは、二者間会話を 2回（NNT-JLおよび





































NNT5 ＜笑いながら＞挨拶 <の時 >{<}だけ。
JL4 <挨拶 >{>}。








一方、三者間会話の場合、話者交代でみた平均発話量は NNT32％－ NS46％－ JL22％
を示し、NSの発話量が若干上回っている。以下の会話例 3では、NNT-NS会話に JLが傍
聴人のような形で参加しているが、極端的なケースではなく、本研究の三者間会話におけ
る会話参加者の傾向を示す一例である。実際、三者間会話全 15回中 13回が NNT-NSの
二者間会話のような模様を見せている。従って、三者間会話においては、会話参加者間の
量的均等は認められない。





NNT3 そうですね、/少し間 /<はい、はい {<}。






















＜会話例 4：「自己紹介」NNT15-NS1-JL7:ターン総計 533の内 4～ 11＞























者として、NNT-JLの二者間会話では NNT（NNT9人／同等 4人／ JL1人）を、NNT-NS
の二者間会話では NNTと NS（NNT4／同等 7／ NS4）両者を、NNT-NS-JLの三者間会





19 NS5 <院に >{>}、あ、大学院、あっ、こ、えっ、今度の 4月から
  /少し間 /大学院生になり <ます？ >{<}。
64 NNT12 「大学名」は…。［どうですか］
108 NNT12 /少し間 /じゃ、将来、博士を出てから、国に帰るんですか？。
121 NS5 えっ、「JL5」さんの、その、専門っていうか、まあ、/少し間 /
  うん、中でもいろいろな（はい）<専門が… >{<}。
148 NNT12 研究テーマは？。
また、以下の二者間会話でも、NNTは上記の会話例同様に会話を展開させている。し







84 NNT11 早稲田で 1年間勉強しました？。
196 NNT11 <日本 >{>}に来て、沢山伸びたと思いますか？。
224 NNT11 実家ー［↑］の、そ、その周りには、日本人沢山居ますか？。
238 NNT11 名古屋の大学では、何を勉強しますか？。


















NSは NNT4・NNT6・NNT11・NNT12の 4人を除いて、以下の会話例 9のように、発話
を実行していることが分かった。
＜会話例 9：「日本語上手」NNT1-NS1：ターン総計 200の内 103～ 106＞
NS1 最近、使う機会も＜噴出し笑い＞ないですし、（あー）いや、もう、NNT1さ
んの日本語の方が（いえ）本当に、す、素晴らしいと思う。















































































＜会話例 10：「あいさつの逸脱」ターン総計 299の内 13～ 20＞
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